
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートへの書き込み 

から、生徒の気づきを評価し、 

Jamboard への書き込みから、 

他者に対しての表現力を評価 

する。 

 

 

 

 

 

 

より多くの顧客を得るために、各企業が行っている戦略や、手法を体験することで、日常生活の中に、

学んでいる内容がちりばめられていることを意識させ、五感で経験した感覚と体験から、戦略の意図や 

企業努力を考察できる力を身に付けてほしいと考えています。 

 

商業科「マーケティング」授業実践紹介 

単元の流れとパフォーマンス課題 

授業者：柴谷 祐人 

学 年：２年 

単元名：販売促進『２種類のどん兵衛を比べ、なぜ日清食品は地域ごとに味を変えるのかを考察し、

自分の意見を持てる。』 

・目や舌などからの感覚と、人間の心理の結びつきに気づくことができる。 

・顧客を確保するために各企業が行っている戦略に触れ、日常生活と結びつけることができる。 

単元のねらい（７つのチカラ：職業とつなぐ力 ） 

①関西版・関東版と書かれたどん兵衛の食べ比

べ（実は両方とも関東版）からパッケージの人

の味覚にもたらす効果を体験する。 

 

  

単元を通して身につけてほしいこと 

パフォーマンス課題の評価 

②改めて関西版・関東版と書かれたどん兵衛の

食べ比べを行い、自分の感覚で感じた違いを

ワークシートへ記入する。 

③なぜ、地域によって味を変えているのかを

考察し、ワークシートへ記入する。 

④成分表示から、味の違いは出汁の違いであ

ることを学習し、出汁の違いが地域ごとの

文化の違いであることを学習する。 

⑤今回の学習で学んだことを G suite の 

google jamboard で共有し、自己評価を

する。 



 

 

 

達成度 C（１点） B（２点） A（３点） 

【知識・理解】 関東と関西の違いと工夫

がわからない。 

関東と関西の違いは分か

るが、工夫はわからない。 

関東と関西の違いと工夫

の両方がわかる。 

【思考・判断】 実習において、自分の意見

も、企業の意図も考えられ

なかった。 

実習において、自分の意見

は持てたが、企業の意図は

考えられなかった。 

実習において、自分の意見

も、企業の意図も考えられ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 


